
この度は当商品をお買い上げ頂き誠にありがとうございます。

ご使用前に、この取扱·組立説明書を最後までお読みの上、正しい使い方で末長くご愛用下さ

い。なお、この説明書はいつまでもご覧頂けるように大切に保管して頂きますようお願い申

し上げます。

ロフトベッド
N509P350389

取扱説明書





お求めいただきましたロフトベッドは当社の厳重な品質管理の下に生産されています。しか

し、運送中の振動などで製品に緩み等が生じる恐れがあります。ロフトベッドをお受け取り

になるときに点検済みか確認してください。当時に、取扱説明書をお受け取りになり、大切

に保管してください。お子様のご使用につきましては、保護者の方が必ずお読みいただきご

指導ください。

誤った使い方をされますと重大な事故につながる恐れがあります。

この取扱説明書を熟読しご理解してからご使用ください。

また、各ページの警告・注意事項も飛ばさず、必ずお読みください。

はじめに

組み立て前によくお読み下さい

このたびはロフトベッドをお買い上げいただき誠にありがとうございます。

安全に正しくお使いいただくために、ご使用前にこの取扱説明書を必ずお読みください。



安全にお使いいただくために　



●そのまま引きずるとケガや破損、床面のキズの原因になります。

●規定の使用人数以上での誤使用はお避け下さい。ベッドから落下したときに

ケガをする場合があります。

●ベッドの設置場所の上部に落下物を置かないで下さい。地震時などに、落下

物でケガをする原因になります。

●本品は屋内用です。また、この商品は家庭用の目的で製造しております。業●本品は屋内用です。また、この商品は家庭用の目的で製造しております。業

務用には使用しないでください。

●移動する際は、必ず、載せているものを全て取り除いてから引きずらないよ

う持ち上げて移動して下さい。収納物や商品の転倒、破損。ケガの原因になり

ます。

●ストーブのそば等、高温多湿の場所での使用は避けて下さい。変形や変色の

原因になります。

●水分、油、洗剤等が付着した場合は、素早くふき取って下さい。●水分、油、洗剤等が付着した場合は、素早くふき取って下さい。

●粘着物をはりつけると、棚板の表面がはがれる恐れがありますので、テープ

やシール等は貼らないで下さい。

●天災などの不可抗力や、不当な修理、改造による故障·破損に対する補償等は

致しかねます。

●設置による床や壁の傷、汚れ等は補償対象外です。弊社では責任を負いかね

ます。

●階段以外の場所で昇降しないで下さい。●階段以外の場所で昇降しないで下さい。

安全にお使いいただくために　

点検·お手入れについて

●汚れをおとす際は、薄めた中性洗剤で拭いた後、かたく絞った布等で完全に洗剤分を拭

きとって下さい。水分等が残りますと跡が残る恐れがあります。

アルコール、ベンジン、漂白剤、みがき粉等は使用しないで下さい。

●ネジ、金具類はゆるみやぐらつきがないか定期的に点検し、ゆるみはじめたらしっかり

締めなおして下さい。



■2口コンセントで1500ワット(W)使用可能な
コンセント

<コンセントの容量について>

コンセントは2口で、合計1500ワット(W)までの家
電製品が使用できます。

●●ご使用時に家電製品の定格消費電力のワット(W)
数の合計が1500ワット(W)以下となることを確かめ
てご使用ください。

→合計が1500ワット(M)を超えた状態でご使用にな
りますと、火災·発煙·過熱の原因になります。

■注意事項

①据え付け面には十分注意し、安定した場

所でご使用ください。

→火災の原因になります。

②カーテン等可燃物の近くで使用しないで

ください。

→→火災の原因になります。

③家具を移動するときは、全ての差込みプ

ラグをコンセントから抜いてください。

→火災·感電·過熱·破損の原因になります。

④長期間ご使用にならない場合は、全ての

差込みプラグをコンセントから抜いてくだ

さい。

→→火災·感電·過熱·破損の原因になります。

■注意事項

コンセントは固定した状態で使用するようコンセントは固定した状態で使用するよう

に設計されています。外した状態での使用

や延長コードとしての使用はおやめくださ

い。またシェルフにコンセントを取付けて

使用する場合、必ず、デスクとシェルフは

連結してご使用ください。

→火災·感電·過熱·破損の原因になります。

■コンセントや照明器具は水洗いしたり、
濡れた手で触らないでください。
→感電やショート、故障する恐れがありま
す。
■コンセント差込口に金属の物を差し込ん
だり、差込プラグの刃に金属の物を触れさ
せないようにしてください。
→ショートして火災や感電する恐れがあり→ショートして火災や感電する恐れがあり
ます。
■差込プラグは電源コードを引っ張って抜
き差ししないでください。また差し込むと
きは根元まで確実に行ってください。
→断線して感電やショート、火災の恐れが
あります。

■タコ足配線はしないでください、電源コー
ドは無理に曲げず、束ねて結んだり、ねじっ
たりしないでください。また家具でコードを
挟まないでください。
→断線して感電やショート、火災の恐れがあ
ります。
■コンセントと差込プラグは濡れた手で触ら■コンセントと差込プラグは濡れた手で触ら
ないでください。
→ショートして火災や感電する恐れがありま
す。
■差込プラグのほこりは定期的に掃除してく
ださい。
→ショートして火災の恐れがあります。

コンセントについて　

※絵は共通のため、

実際の商品と異なる

部分があります。



●はじめてお使いになるときは、床板部分から音がする場合がありますが、ご使用上問

題はありません。

100％：商品を固定し、商品の組立を完成させます。完全

に締まらなくなるまで締め切ってください。

ネジ締めの解説

80％：部品と部品を潤滑に固定をし、組立上に出る歪みを

抑えるために、一度軽く全部のネジやボルトを締めます。

少し余力を残した状態で固定を終了してください。

分解図





組立方法

図のように、パイプ①②③④⑤⑥を連結して、ネジAを通して、レンチ

を使って締め付けます。

*⑤⑥と③④の連接部分にはネジを入れないでください。

※組立ては2名以上で行ってください。

STEP1

STEP2
㉔に⑬を乗せ、ネジCを通して、レンチを使って締め付けます。

図のように、⑫を完成した部品に乗せ、ネジB、Cを通し、レンチを使っ

て締め付けます。



図のように、支柱を、STEP２で完成した部品、⑪、⑧と二つの⑨を使って連

結します。ネジD、Eを通し、レンチを使って締め付けます。

組立方法 ※組立ては2名以上で行ってください。

STEP3

STEP4
図のように、支柱を、二つの⑩、⑪、⑧と二つの⑨を使って

連結します。ネジDEを通し、レンチを使って締め付けます。



図のように、⑱を使って、二つの⑯を連結します。合計２セットを組み立てる必要があ

ります。

図のように、STEP5で完成した部品を、三つの⑲を使って連結して、ネジCを通し、レンチ

を使って締め付けます。＊四番目の⑲はSTEP14で取り付けます。

組立方法 ※組立ては2名以上で行ってください。

STEP5

STEP6





組立方法 ※組立ては2名以上で行ってください。

STEP9

STEP10

図のように、STEP3、4とSTEP6、7、8で完成し

た部品を組み合わせ、ネジDを通し、レンチを

使って締め付けます。

図のように、⑳を完成した部品に乗せ、

下からネジCを通し、レンチを使っ

て締め付けます。



組立方法 ※デスクの組立方法

STEP11

STEP12

図のように、アジャスターGを⑦の脚部に乗せ、取り付けます。

＊合計2セットを組み立てる必要があります。

図のように、STEP11で完成した部品と二つの㉖を⑭に乗せ、

穴を合わせて、ネジAを通し、レンチを使って締め付けます。



組立方法 ※ハシゴの組立方法

STEP13

STEP14

図のように、㉓を㉒に乗せ、穴を合わせて、ネジAを通し、レンチを使って締め付けます。

ご希望の型を選択してください。

四番目の⑲、STEP13で完成したハシゴを本体に乗せ、ネジC、Dを通し、レンチを使って締め付けます。
ハシゴの下部と支柱を、㉑を使って連結し、ネジAを通し、レンチを使って締め付
けます。

STEP12で完成したデスクを本体に掛けます。

＊これで組立が完了しました。すべてのネジをしっかり締めてください。



組立方法 ※組立ては2名以上で行ってください。

STEP15
Sフックを本体に掛けます。



組立方法 ※組立ては2名以上で行ってください。

STEP16

三つの高さに変更可能

①

②

③

余分なパイプを取り外し、ご希望の高さに調整してください。

床面に傷がつかないように、キャップJとKを取り付けてください。



18

組立方法 ※組立ては2名以上で行ってください。

STEP17
＊転倒防止のためにアンカー工事は必ず行ってください。

・電動ドリルで壁に穴を開ける。

・次に、プラグMを穴に挿入します。

・ネジNをストラップLの穴を通し、ドライバーで締め付けます。




